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平成15年度一般会計補正予算、
ＩＴ総合センター工事変更契約、
県立向陽中学校開設に伴う議
案などを可決

最近の県政の主な動き　知事説明（要旨）
木村知事は、国主導の地方分権改革では、一部の

省庁の省益を図る色彩が強く感じられるとし、6県

の知事と共同で、国庫補助負担金の削減、地方への

税源移譲、地方交付税制度の見直しを「三位一体の

改革」として進めるよう国に強く求め、今後は、来

年度当初予算にどのように取り入れられたかを検証

していくとしました。

この他、県立医大跡地に建設される「ロイネット

ホテル和歌山」の工事の着手や、株式会社ローソン

と、地震対策、治安、観光振興など幅広い分野にお

いて、全国で初めて包括的な協定が締結されたこと

などの報告がありました。

議決結果・意見書等
知事提出の予算案件4件、条例案件12件、人事

案件3件、その他案件11件について原案どおり可

決・同意され、知事専決処分報告2件についても承

認されました。また、決算認定に関する議案は、閉

会中に審議することになりました。

なお、ＩＴ総合センター関連の議案は、他議案と

は切りはなし建設委員会で2日にわたり集中審議し

た結果、可決されましたが、県民への誠意ある対応

と、今後このような事態を繰り返さない決意を、県

当局は表明すべきであるとの委員会の意見を受けて、

中山副知事が、本会議において「誠に遺憾である。

このことを謙虚に受け止め、技術力向上、意識改革

に努める。」と陳謝しました。

意見書は、9件提出され、うち「教育基本法の改正

を求める意見書」「交通アクセス権の保障を求める意

見書」など5件が可決されました。

また、会期中には、人権問題等対策、関西国際空

港対策、防災等対策、半島振興過疎対策の4特別委

員会が開催された他、2日にわたり予算委員会が開

催され、7名の委員が登壇し、県当局と活発な論議

が交わされました。

なお、30日に東幸司議員が、所属会派を無所属

クラブから自由民主党県議団に変更しました。

本会議の一般質問は、13名の議員が登壇しまし

た。主な質問項目、これに対する知事及び関係部局

長の答弁は次のとおりです。（要約抜粋）

問い合わせ

県議会事務局調査課 t073(441)3580

県議会だより  9月定例会の概要�県議会だより  9月定例会の概要�

9月11日から30日までの20日間
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ＩＴ総合センター（仮称）

地盤沈下問題
来年秋のマルチメディア祭

開催への影響は？

ＩＴ総合センターは、今年2
月に地盤沈下が判明し、工事
を中断してその原因調査を実
施してきました。
その結果、盛土中に含まれ

る岩塊が乾燥・湿潤を繰り返
すことにより、ぼろぼろと細
粒化する「スレーキング現象」
が原因であると判明しました。
当初の地質調査の結果を踏ま
えた基礎設計においては、地
盤条件や建物形態による荷重
から検討して適切な基礎構造
を選択しており、スレーキン
グによる地盤沈下を予測する
ことは困難でした。
なお、9月1日からは、工事

を再開しており、地域活性化
のためにも早期完成をめざし
ていきます。
また、来年11月に開催が予定

されている「全国マルチメディ
ア祭」への影響はなく、この施
設をメイン会場に使用すること
は可能と考えています。

和歌山県の将来展望
都道府県合併と道州制

国の仕事で自治体ができる
ようなものは、道州で受けて
いくという体制にしなければ、
21世紀ではもたないと考えて
います。このため、現在、複
数の県と共同で地方自治ユニ
ットのあり方について研究を
進めています。
なお、道州制が導入される

際には、本県が大きなところ
に吸収されるという形になら
ないように対応していきたい
と考えています。

県土地開発公社に係る

特定調停の進展状況

特定調停については、8月5
日を第１回目として、9月3日
までの間に5回の調停が行われ、
県も利害関係者として参加し、
県の保証の考え方、県土地開
発公社借入金長期返済や将来
金利の減免等について主張を
行い、調停成立に向け努力し
てきましたが、金融機関との
間に主張の隔たりがあり、未
だ合意に至っていません。
今後も、「コスモパーク加太

対策検討委員会」からの報告も
十分踏まえ、調停の場で、でき
るだけ早期に解決できるよう全
力で取り組んでいきます。

ドクターヘリの運航状況

ドクターヘリの運航は、本
年1月から開始し、8月末まで
で145件出動しており、極めて
緊急性の高い心臓疾患の新生
児の搬送、心筋梗塞

こうそく

、脳血管
疾患、転落事故などに対応し、
救命率の向上や後遺症の軽減
に大きな成果をあげています。
今後とも、消防機関、医療

機関との連携を図り、安全運
航に資するとともに、ドクタ
ーヘリの特徴を発揮し、救急
医療の充実を図っていきます。

高野龍神スカイライン

冬季観光と安全対策

樹氷が楽しめる冬の高野龍
神沿線は、すばらしい観光資
源であり、本年10月からの無
料化による一般開放は、観光
ＰＲの絶好の機会ととらえ、
和歌山の新たな魅力として発
信していきます。
なお、冬季における安全対

策ですが、積雪、凍結のため
危険が生じるおそれがあると

認められるときは、パトロー
ルの強化、タイヤチェーンの
装着指導などの対策を図ると
共に、関係部局・機関等と連
携を密にしながら安全確保に
努めていきます。

観光立県としての取り組み

この度、国が定めた「観光
立国行動計画」には大賛成で
あり、県でも、観光を産業の
柱のひとつとして取り組まな
ければならないと考えていま
す。外国の人から見ると和歌
山の山や海、温泉、歴史など
は魅力あるものでしょうし、
国内に向けては、歴史などは
癒
いや

しの時代には売りになると
思います。熊野古道歩きや体
験型観光プラン等を充実した
り、高野・熊野の世界遺産登
録を起爆剤として、和歌山の
魅力を国内外に発信していき
ます。

ヤミ金被害対策

近年、ヤミ金融業者による
被害が深刻な問題となってお
り、県や警察に寄せられる相
談件数も急増しています。そ
の内容は、借りてもいないお
金を請求されたなど悪質なも
のも多くなっています。
県では、悪質なヤミ金融事

犯の検挙や被害防止のための
広報啓発活動などを基本とし
て、関係部局・機関等と連携
を図りながら被害対策に取り
組んでいきます。

工業技術センターを

広くＰＲし利用促進を！

工業技術センターでは、各
種技術相談や共同研究に積極
的に取り組むなど、県内企業
の研究・開発を広く支援して
おり、そうした活動内容や研

究成果をインターネットや広
報誌で県民の皆さんにお知ら
せしています。
今後も、県内企業のニーズ

に合った研究活動を行い、「開
かれた工業技術センター」と
して多くの皆さんに利用され
るよう努めていきます。

「※バイオマス立県わかやま」構想
産・学・官・住の共同取り組み

本県農林水産業の持続的発
展や農山漁村の活性化のため
には、そこに存在するバイオ
マス資源を通じた関連産業の
育成などが重要だと認識して
います。
本年度、県では木質系バイ

オマスのエネルギー利用調査
事業に取り組んでおり、国が
定めた「バイオマス・ニッポ
ン総合戦略」に基づいた総合
的な利活用方針の策定を進め
ていきたいと考えています。
※バイオマス
生物由来の資源（化石燃料は除く）

「緑のダム」としての森林が

持つ保水力に目を向けては！

旧来の治水・洪水などの災
害対策は、セメントで作った
ダムが大きな役割を果たして
きましたが、長年経つと次第
に埋まってきて、保水力も減
少するとのこともあり、森林
の持つ保水力の重要性に着眼
していくことも大事であると
考えています。
このため、県では「緑の雇

用事業」により、広葉樹の植
栽などをはじめ、多様な森林
整備を推進していきます。

有田川の治水対策

河道内の樹木は洪水の安全
な流下を妨げるものであり、
治水上の観点から洪水時に影

響の大きな樹木については伐
採を実施しています。現在の
有田川の河床は、たい積と洗
掘が入り混じった状態であり、
今後の変動状況をみながら対
応を検討していきます。
支川（お仙谷川・高山川）に

おけるポンプ場のゴミ除去対
策については、今後、機械化
も含め整備手法を検討してい
きます。

併設型中高一貫教育について

来年４月から、初めて公教
育の場での併設型中高一貫教
育を県立向陽中学校に導入し
ます。これは、誠実でたくま
しい世界をリードできる人材
を和歌山から生み出していく
という基本理念のもと開始す
るものです。
ここでは、６年一貫教育と

いうメリットを最大限に生か
して、国際化に対応できる能
力育成の重視など、特色ある
公教育を提供したいと考えて
います。
また、今後とも、併設型中

高一貫教育校を複数設置でき
るよう努力していきます。

世界遺産登録に対する

県民への浸透

県では、世界遺産登録の目
的と推薦資産の具体的な内容
を理解していただくため、今
日までフォーラムの開催や各
種資料を配布するなどの取り
組みを実施しています。
また、このたびの世界遺産

登録を、本県観光振興を推進
する千載一遇のチャンスとと
らえており、あらゆる機会を
通じて、県民の皆さんにご理
解をいただけるよう、なお一
層の努力をしていきます。
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麻薬・覚せい剤乱用防止
運動実施中

（10月1日～11月30日）
「薬物乱用は、ダメ。ゼッタイ。」

～愛する自分を大切に～
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地域福祉推進フォーラム
テーマ「地域福祉の計画的展開
をめざして」
時 12月13日(土)11:00～16:30
場 県勤労福祉会館(和歌山市)
問 県庁福祉保健総務課

和歌山地場産見本市
地場産品の展示即売・実演・体験
時 11月22日(土)・23日(日)
10:00～17:00

場 和歌山地域地場産業振興セ
ンター(和歌山市)
問 会場t073(447)3334

和歌山レザーフェスティバル
2003
県産皮革製品の展示販売等
時 12月13日(土)10:00～18:00

14日(日)10:00～17:00
場 和歌山ビッグ愛(和歌山市)
問 県製革事業協同組合
t073(422)2612

青少年のための科学の祭典
おもしろ科学まつり和歌山大会
自然科学に関する実験、観察、
工作等　37ブースが出展
時 11月15日(土) 9:30～16:30

16日(日) 9:30～16:00
場 わかやま館
(和歌山マリーナシティ)

問 事務局(和歌山大学教育学部
物理学教室)t073(457)7312

インフォ・フェア'03 in わかやま
ＩＴの活用方策を、講演・パネル
ディスカッション・展示等で紹介
時 11月12日(水)・13日(木)
10:00～17:00

場 和歌山ビッグ愛(和歌山市)
問 県情報化推進協議会(県庁情
報政策課内)t073(441)2406

薬草栽培フォーラム
薬草の育て方、落語講演会、
※草木染め体験、※薬草教室等
（※は会場へ事前申込必要）
時 11月15日(土)・16日(日)
10:00～16:00

場 県植物公園緑花センター
(岩出町)t0736(62)4029

問 県庁薬務課

「輝け・病気の子どもたち！
リゾートキャンプ」公開催し
「県難病の子ども家族会」が交
流・学習する催しを一般公開
時・内容 ①11月22日(土)
15:00～17:00 交流会、人形劇等
②11月23日(日) 9:00～11:00
学習会(もと病気の子どもたちか
らのメッセージ)、腹話術等
場 わかやま館
(和歌山マリーナシティ)

問 県子ども保健福祉相談センター
t073(445)0520

紀伊半島民俗芸能祭2003
和歌山・奈良・三重に伝わる民俗
芸能(獅子舞神楽)の特別公開
時 11月16日(日)13:00～
場 紀伊国分寺跡(打田町)

※駐車場無し、雨天時は打田町
保健福祉センターへ会場変更
問 県教育委員会文化遺産課

クラシック名曲コンサート
時 11月23日(日) 14:00～
場 新宮市市民会館
費 1,000円
前売券発売場所 会場、新宮市
教育委員会、新宮市立図書館等
問 新宮市教育委員会t0735(22)
5231、県教育委員会文化遺産課

学校開放週間(11月10～16日)
学校行事等の公開
県内公立の小・中・高等学校、県
立の盲・ろう・養護学校で、保護
者や地域の皆さんに学校への理
解と関心を深めていただくため、
授業や学校行事を公開
※詳細は各学校にお問い合わせ
ください。
問 県教育委員会県立学校課

わっ歯ょいわかやま8020フェスタ
歯の検診や健康相談、忍たま乱
太郎クイズ大会、フッ素体験等
時 11月16日(日)10:00～16:00
場 あいあいセンター(岩出町)
問 県庁健康対策課

住宅需要実態調査にご協力を
11月24日から12月7日までの
間、統計調査証を持った調査員
が調査にお伺いすることがあり
ますのでご協力お願いします。
問 県庁住宅環境課

各振興局代表電話 海草 県庁代表と同じ　那賀 0736(63)0100 伊都 0736(34)1700 有田 0737(63)4111 日高 0738(22)3111 西牟婁 0739(22)1200 東牟婁 0735(22)8551

子どもゆめ基金助成金
助成対象活動 子どもの体験活動・
読書活動の振興や子ども向けソフ
ト教材の開発・普及の活動
助成対象団体 民法法人、ＮＰＯ
法人等青少年教育事業を行う団体
申 所定の計画調書に必要書類を
添付し、県庁青少年課又は国立
オリンピック記念青少年総合セ
ンターt03(5790)8118
問 申込先、ホームページ http://
cs.kodomo.nyc.go.jp/yume/

�

初級スポーツ教室
時 1月5日～3月15日
場県体力開発センター(和歌山市)
費 5,500～8,000円(保険料込)
申幼児・児童＝往復ハガキに教室
名、住所、氏名、年齢、生年月日、
学年、保護者名、電話番号を記入
し、11月29日までに会場〒640-
8392 和歌山市中之島2252 
※1人1教室につき1枚　抽
成人＝12月7日9:00から会場で
受付(先着順)
問会場t073(431)7173

紀南地域廃棄物シンポジウム
基調講演「地方から地球環境の
再生を」 講師：木村良樹県知事
「21世紀の生活提案」講師：松田
美夜子氏(富士常葉大学助教授)
時 11月29日(土)13:30～16:00
場ガーデンホテルハナヨ(田辺市)
申電話で11月14日までに県庁
循環型社会推進課
問申込先

女性エンパワーメント技術講習
科目 パソコン(日商ビジネスコ
ンピューティング3級受験)等
時 1月22日～2月13日の毎週月
～金曜(ただし2月11日を除く)
及び2月15日(日)の計17日間
すべて9:30～15:30
場那賀町役場
定 20人(初心者に限る)

費無料(テキスト代等は自己負担)
申 12月3～4日(11:00～16:00)に
会場へ本人来所(ハガキ1枚持参)
問県男女共生社会推進センター
t073(435)5245

障害者パソコンボランティア
派遣希望者

対障害者の方で、自宅でパソコ
ン操作を指導してほしい方
養成講座受講希望者

時 11月15日(土)・16日(日)
※両日の受講必要

対障害者の方の自宅でパソコン
操作を指導するボランティア活
動希望者
申・問 県身体障害者連盟

t073(423)2665
FAX073(428)0515

確かめよう！食の安全
バスツアー③&講演会
和歌山市・広川町内の関係業者等
の取組を見学し、講演会「農薬
と食生活について」講師：佐藤
元昭氏((財)雑賀技術研究所部長)
※講演会のみの参加者も可
※保育ルームあり
時 1月20日(火)8:30～15:30
場県庁正面バス出発→事業所2
ケ所見学→昼食(各自持参)→
13:30講演会(アバローム紀の
国)(和歌山市)
対 15歳以上の県内在住者
定ツアー③＝40人　抽
講演会のみ＝160人(当日受付)

申往復ハガキ(1枚に2人まで)に
住所、氏名、年齢、電話番号、行
事名、保育ルーム希望を記入し、
12月5日までに県庁県民生活課
問申込先

知的財産権説明会(初心者向)
特許・実用新案・意匠・商標権等
時 11月27日(木)13:30～17:00
場ホテルグランヴィア和歌山
(和歌山市)

定 96人(先着順)
申・問 電話で発明協会県支部

t073(432)0087

県福祉事業団看護師・准看護
師採用
時 12月7日(日)
場南紀福祉センター(上富田町)
対・定 有資格者　3人程度
勤務場所 南紀福祉センター(異
動あり)
申 11月28日までに県福祉事業
団総務経営課
問申込先t0739(47)6640

県立学校の実習助手・公立学
校の栄養職員採用
採用予定人数
実習助手＝理科1人、学校司書3人
栄養職員＝2人程度
時 12月6日(土)
願書配布 県教育委員会県立学
校課・小中学校課、各地方教育
事務所、和歌山市教育委員会
問県教育委員会県立学校課・
小中学校課

指名手配被疑者の検挙に
ご協力を！
指名手配被疑者の発見には、県民の皆
さんのご協力が欠かせません。指名
手配被疑者によく似た人を見かけた
といった情報など、どんな小さなこと
でも結構ですから、110番又は最寄
りの警察署・交番に通報してください。

広報誌「W-ing(ウイング)」
第22号『和歌山ブランドの挑戦』
県庁広報室、各振興局県民行政部総務課でお渡し

します。郵送希望の方は、返信用切手200円分同

封のうえ県庁広報室へ。

発行!

平成15年度

和歌山県最低賃金は
時間額645円です

問 和歌山労働局、各労働基準監督署

大新公園地下駐車場(和歌山市)の利用料金を
11月1日から値下げします

営業時間 7:00～翌日2:00
料　　金 基本料金30分毎に100円 (旧150円)
宿泊料金 500円(旧1,420円)  ※1:00～8:00の間

3歳児と親 火 20
体操 4～6歳児 月 各

小学1～6年生 月 30
1～3歳児と親 金
4～6歳児 木 各水泳
小学1～2年生 土 50
小学3～6年生 日

体操
レディースアスレ 各
ティック 30

水泳 レディーススイミング 月 50
アスレティックナイト 月 各

体操
アスレティック＆アクア 木 30
リズムエクササイズ 金 25
アスレティックシルバー 月・木 各

水中 アクアシルバー 金 30
体操 アクアエクササイズ 月 40
水泳 ナイトスイミング 土 50

対象 種別 教室名 曜日 定員

成
人
男
女

成
人
女
性

幼
児
・
児
童

月・火
木

問 県企業局企業課

秋季全国火災予防運動 11/9～15
『その油断　 火から炎へ　 災いへ』
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